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2025年度「関大の研究を体験する」社会安全学部セミナー

人々の安全を科学する人々の安全を科学する
─触れ、試し、学際的に学ぶ──触れ、試し、学際的に学ぶ─

13：30～17：10
11月15日土
2025年

参加費　無料
定員　60名（申込多数の場合、抽選）

対象　高校在学生
　　　　 （既に卒業された方で、大学進学を希望する方も可）

会場 関西大学高槻ミューズキャンパス関西大学高槻ミューズキャンパス

アクセス
〒569-1098 
大阪府高槻市白梅町7－1
▶JR京都線「高槻」駅から
　徒歩約7分
▶阪急京都線「高槻市」駅から
　徒歩約10分

10月27日月
申込締切

スケジュール・テーマ
13：30～ 13：50（20分）　学部紹介

講義 感じて、考える（安全と地震学）
社会安全学部 教授 林 　能成

13：50～ 14：50（60分）

昨年8月に国から南海トラフ地震臨時情報が発表されました。宮崎県では被害が出ました
が、大阪など関西では小さな揺れすら感じられませんでした。なぜ、こんなに広い範囲で地
震に備えることが呼び掛けられたのかを、中学・高校で習う地震の知識の「少し先」を踏ま
えて解説します。

社会安全学部 教授 元吉 忠寛

演習 見て、話す（災害心理学）
15：00～ 16：00（60分）

あなたは、災害時に避難をした経験がありますか。例えば、台風が接近してきたときに、私た
ち市民や行政にはどのような判断や対応が求められるのでしょうか。体験型ゲームを通し
て、緊急時の判断の仕方やコミュニケーションの大切さについて考えてみましょう。

実験
社会安全学部 教授 小山 倫史

触れ、試す（安全と地盤工学）
16：10～ 17：10（60分）

地盤災害（斜面の崩壊や地震による液状化など）に対する防災・減災対策においては、まず、
災害発生のメカニズムを理解する必要があります。本講義では,実際に土に触れてみることで、
地盤の性質を理解するとともに、簡易な模型実験をとおして、災害発生のメカニズムから防
災・減災の対策を考えてみましょう。

安全と安心は現代社会の重要なキーワードです。そして、法律、経済、土木といっ
た単独の学問では解決が難しい課題が社会には山積みです。社会安全学部では防
災、事故防止、健康などの幅広い分野を、このキーワードのもとで学びます。本セ
ミナーでは大学の学びを講義・演習・実験という異なるスタイルで体験していきます。

●本セミナーは高槻ミューズキャンパスで実施します。千里山、高槻、
堺、吹田みらいキャンパスとは実施キャンパスが異なりますのでご注
意ください。
●参加希望の方は、右記QRまたは関西大学高大連携
センターHPの「セミナーのイベント情報」内にある本
セミナー申込みフォームに必要事項を入力の上、送信
してください。
●申込締切後、申込者全員に受講可否を通知します。実施日の3日前ま
でに通知が届かない場合は、高大連携センターまでお問い合わせく
ださい。
●自然災害等の事情により、当日やむを得ず中止または変更となる場
合があります。
●申込み時に入力いただいた個人情報は、本セミナーに関することの
みに使用します。

申込方法・注意点

※スケジュールおよびプログラムは変更する場合があります。


